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富
谷
市
Ｓ
Ｃ
は
、「
令
和
６
年
度
安
全

就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　
長
谷
川
宏
理
事
長
は
、「『
安
全
は
全

て
に
優
先
す
る
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
が
中
心
と
な

り
、
安
全
講
習
会
や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
日
頃
か
ら
多
様
な
取
り
組
み
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
受
賞
は
そ
れ
ら
を
積

み
重
ね
て
き
た
た
ま
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
、
今
後
も
気
を
引
き
締
め
て
、

活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
受
賞
の

喜
び
と
今
後
へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を 

中
心
に
推
進

　
安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
り
組
み
は
、

理
事
２
人
、
主
な
職
群
班
か
ら
選
出
さ

れ
た
会
員
７
人
と
職
員
１
人
の
計
10
人

で
構
成
す
る
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

（
以
下
、
委
員
会
）
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
。

　
委
員
会
で
は
、
安
全
・
適
正
就
業
推

進
計
画
を
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
き
活

動
の
推
進
を
図
り
事
故
防
止
に
努
め
る

ほ
か
、
事
故
防
止
対
策
の
検
討
、
健
康

管
理
対
策
の
推
進
、
仕
事
の
依
頼
内
容

に
関
す
る
安
全
確
認
お
よ
び
内
容
の
見

直
し
な
ど
を
行
う
。
毎
月
１
回
会
議
を

開
い
て
、
事
故
の
発
生
状
況
や
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
の
結
果
報
告
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
屋
外

作
業
を
担
う
会
員
７
人
を
地
区
安
全
対

策
員
（
以
下
、
対
策
員
）
に
選
任
し
て

い
る
。
対
策
員
は
各
現
場
で
、
朝
礼
時

な
ど
に
事
故
事
例
を
挙
げ
て
注
意
喚
起

を
行
っ
た
り
、
危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ

Ｋ
）
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
た
り
し
て
、

事
故
防
止
に
努
め
て
い
る
。

　
委
員
会
と
対
策
員
は
安
全
合
同
委
員

会
を
年
２
回
（
６
月
、
３
月
）
開
催
し
、

安
全
推
進
に
関
す
る
現
状
と
問
題
点
の

把
握
、
対
策
の
検
討
や
、
毎
年
開
催
す

る
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
準
備

を
行
う
。

　
ま
た
毎
年
１
月
に
は
、
役
職
員
、
委

員
会
、
対
策
員
、
職
群
班
長
等
が
集
ま

り
、
安
全
祈
願
祭
を
開
催
。
一
年
の
安

全
を
祈
願
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
は 

「
ハ
チ
刺
さ
れ
」
が
多
発

　
近
年
の
事
故
件
数
は
、
令
和
３
年
度
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　富谷市ＳＣは、「令和 6年度安全就業シルバー人材センタ
ー優秀賞」を受賞した。平成18年の重篤事故をきっかけに
事故ゼロを目指して、安全就業に向けた多様な取り組みを
展開。安全・適正就業委員会を毎月開催しつつ、安全講習
会や安全パトロールを継続して事故を未然に防ぐとともに、
現場で得た会員の声を取り組みに反映している。こうした
活動が浸透し、会員の安全意識は着実に向上している。

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
を
毎
月
開
催

講
習
や
巡
回
で
安
全
を
徹
底

公
益
社
団
法
人

富
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�

（
宮
城
県
）
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が
17
件
（
傷
害
事
故
６
件
、
物
損
事
故

11
件
）、令
和
４
年
度
が
９
件
（
傷
害
事

故
５
件
、
物
損
事
故
４
件
）、令
和
５
年

度
が
７
件
（
傷
害
事
故
２
件
、
物
損
事

故
５
件
）、令
和
６
年
度
が
16
件
（
傷
害

事
故
12
件
、
物
損
事
故
４
件
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
は
ハ
チ
が
多
く
発
生
し
、

「
ハ
チ
刺
さ
れ
」
事
故
が
８
件
起
き
た

こ
と
が
事
故
件
数
を
増
や
し
た
。
対
策

と
し
て
危
険
予
知
活
動
を
徹
底
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
ハ
チ
に

遭
遇
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
駆
除

ス
プ
レ
ー
を
支
給
し
て
積
極
的
に
使
っ

て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
実
際
に

刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
体
調
に

異
変
を
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
に
行

く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

除
草
班
の
会
員
は
毎
年 

講
習
会
を
受
講

　
職
群
班
は
９
班
あ
り
、
最
も
規
模
が

大
き
い
の
は
班
員
74
人
（
令
和
６
年
６

月
１
日
時
点
）
の
除
草
班
で
あ
る
。
受

注
件
数
が
多
く
、
作
業
中
の
飛
び
石
に

よ
る
ガ
ラ
ス
破
損
事
故
が
目
立
つ
こ
と

か
ら
、
安
全
・
適
正
就
業
へ
の
取
り
組

み
は
、
除
草
班
に
向
け
た
事
故
防
止
対

策
を
中
心
に
展
開
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
例
年
５
月
に
開
催
し
て

い
る
「
除
草
班
安
全
・
作
業
就
業
講
習

会
」
で
、
10
時
～
15
時
30
分
の
予
定
で

座
学
と
実
技
を
行
う
。

　
座
学
で
は
、
作
業
開
始
前
の
準
備
か

ら
後
片
付
け
ま
で
全
体
の
流
れ
を
理
解

し
た
後
、
順
を
追
っ
て
行
動
の
ポ
イ
ン

ト
、
注
意
事
項
を
確
認
す
る
。
例
え
ば

「
近
隣
住
宅
へ
の
あ
い
さ
つ
」「
安
全
標

識
類
の
設
置
」「
作
業
内
容
の
指
示
・
安

全
確
認
」「
作
業
者
全
員
に
よ
る
『
危
険

予
知
活
動
表
』
へ
の
サ
イ
ン
」「
出
来
栄

え
の
確
認
」「
忘
れ
物
や
施
錠
の
確
認
」

な
ど
就
業
当
日
の
行
動
を
一
つ
ず
つ
確

認
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
刈
り
払
い
機

の
取
り
扱
い
不
注
意
、
転
倒
、
熱
中
症
、

ハ
チ
刺
さ
れ
な
ど
に
よ
る
事
故
防
止
の

た
め
の
安
全
重
点
事
項
を
確
認
。
加
え

て
、
緊
急
時
の
体
制
、
前
年
度
の
セ
ン

タ
ー
の
事
故
発
生
状
況
、
作
業
別
安
全

就
業
手
順
、
具
体
的
な
安
全
対
策
、
ヒ

ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
の
事
例
な
ど
を
確

認
す
る
。

　
実
技
は
屋
外
に
移
動
し
て
、
作
業
前

の
ラ
ジ
オ
体
操
、
歩
測
に
よ
る
距
離
感

確
認
（
実
際
に
歩
い
て
５
ｍ
、
10
ｍ
、

15
ｍ
の
距
離
感
を
つ
か
む
。
刈
り
払
い

機
に
よ
る
作
業
に
お
い
て
、
ほ
か
の
作

業
者
と
一
定
の
距
離
を
取
る
た
め
の
訓

練
と
し
て
行
う
）、危
険
予
知
訓
練
、
安

全
標
識
や
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
な
ど
の
取

り
扱
い
を
確
認
す
る
。

　
こ
の
講
習
会
は
、
同
じ
内
容
で
２
日

間
設
定
し
て
開
催
し
、
原
則
と
し
て
、

除
草
班
の
会
員
は
全
員
が
い
ず
れ
か
に

出
席
す
る
。
市
か
ら
受
託
す
る
公
園
や

学
校
敷
地
内
等
の
除
草
（
年
間
１
０
０

か
所
以
上
）
の
仕
事
に
は
、
受
講
し
た

会
員
の
み
が
就
け
る
こ
と
と
し
、
講
習

会
の
受
講
を
必
須
と
し
て
い
る
。

　
安
全
・
適
正
就
業
推
進
員
を
務
め
る

柏
山
壽
幸
事
務
局
次
長
兼
業
務
係
長
は
、

「
１
年
た
つ
と
ど
う
し
て
も
忘
れ
て
し

ま
う
の
で
、
除
草
班
の
会
員
に
は
毎
年

受
講
し
て
も
ら
い
ま
す
。
距
離
感
な
ど

除
草
班
安
全
・
作
業
就
業
講
習
会
（
実
技
）。歩
測
に
よ
る
距
離
感
確
認
（
写
真
上
）
の
ほ
か
、
草
刈

り
作
業
中
の
飛
び
石
事
故
を
防
止
す
る
た
め
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
の
扱
い
方
訓
練
（
写
真
下
）
も
行
う

人
気
観
光
エ
リ
ア
の
古
い
町
並
み
を
案
内
す
る
、
お
も
て
な
し
案
内
人
の
上
野
圭
子
さ
ん
（
写
真
上
）。写

真
下
は
、
高
山
祭
の
大
行
列
用
に
裃
の
着
付
け
練
習
を
行
う
「
着
付
け
同
好
会
」
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も
鈍
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
１
年
に

１
回
は
実
技
で
感
覚
を
取
り
戻
す
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
講
習

会
の
意
義
を
語
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
安
全
就
業
の
心
得

や
ル
ー
ル
を
学
ぶ
基
本
講
習
会
を
毎
月

開
催
し
て
お
り
、
新
入
会
員
の
受
講
を

必
須
に
し
て
い
る
。

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
屋
外
作
業
（
除
草
・
植
木
剪
定
等
）

が
多
く
な
る
６
～
11
月
に
か
け
て
、
毎

月
１
日
と
15
日
を
「
安
全
の
日
」
と
定

め
て
、
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
数
人
と
事

務
局
職
員
に
よ
り
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
る
。
１
日
に
８
か
所
ほ

ど
の
現
場
を
巡
回
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
よ
る
安
全
確
認
、
現
場
へ
の
声
掛

け
、
事
故
事
例
を
挙
げ
て
の
再
発
防
止

策
の
周
知
・
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
歩
道
な
ど
に
設
置
し
て
作
業

の
危
険
を
知
ら
せ
る
コ
ー
ン
標
識
を
暗

が
り
で
も
見
え
や
す
い
蛍
光
タ
イ
プ
の

も
の
に
変
え
る
な
ど
、
会
員
の
声
・
要

望
を
聞
き
、
で
き
る
こ
と
は
す
ぐ
に
対

応
す
る
よ
う
に
し
て
、
事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
て
い
る
。

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
を 

開
催

　
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
、
安
全
・
適
正

就
業
推
進
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
令

和
６
年
度
は
７
月
25
日
13
時
30
分
か
ら

約
２
時
間
、
富
谷
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
し
、
会
員
と
関
係
者
を
合
わ

せ
て
94
人
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
長
谷
川
理
事
長
の
あ
い
さ

つ
か
ら
始
ま
り
、
公
益
社
団
法
人
全
国

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の

「
令
和
６
年
度
安
全
就
業
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
優
秀
賞
」
受
賞
の
報
告
と

表
彰
状
披
露
、
安
全
就
業
に
貢
献
し
た

地
域
班
・
職
群
班
・
会
員
の
表
彰
、
安

全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
者
発
表
と

表
彰
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
若
生
裕
俊

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
祝
辞
に

続
き
、富
谷
消
防
署
の
協
力
に
よ
る「
各

種
事
故
に
よ
る
救
急
事
態
の
初
期
対
応

等
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
話
を
聞
き
、

対
策
員
に
よ
る
安
全
就
業
宣
言
を
行
っ

た
。
最
後
に
、
委
員
会
の
副
委
員
長
で

あ
る
野
坂
惠
三
理
事
が
閉
会
宣
言
を
し

て
終
了
し
た
。

安
全
標
語
の
募
集
と
掲
示

　
毎
年
、
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に

会
員
か
ら
安
全
標
語
を
募
集
し
て
、
最

優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
特
別
賞
を
選
び
、

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
で
表
彰
し

て
い
る
。
入
賞
作
品
は
、
１
年
間
に
わ

た
り
セ
ン
タ
ー
の
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
各
種
資
料
に
掲
載
す
る
な
ど
し
て

安
全
意
識
の
啓
発
に
活
用
し
て
い
く
。

毎
年
60
～
70
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
安

全
標
語
選
考
委
員
会
が
審
査
・
選
考
を

し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
の
最
優
秀
賞
は
、「
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｉ
し
る
の　
願
い
は
一
つ　
安
全
就

業
」（「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
し
る
」
は
富
谷
市
Ｓ

Ｃ
の
愛
称
）
が
受
賞
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
と
工
夫

　
ほ
か
に
も
、
１
人
作
業
の
原
則
禁
止

や
、
安
全
管
理
目
標
の
掲
示
、
会
報
を

活
用
し
た
安
全
就
業
関
連
情
報
の
発
信

な
ど
、
多
様
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て

い
る
。
ま
た
安
全
知
識
向
上
を
目
的
に
、

各
種
講
習
会
（
救
命
、
安
全
衛
生
、
安

全
運
転
）
を
開
催
し
て
い
る
。

　
安
全
就
業
に
取
り
組
む
中
で
、
次
の

よ
う
な
工
夫
が
生
み
出
さ
れ
た
。

●
保
護
帽
へ
の
記
名

　
保
護
帽
の
前
後
に
は
平
仮
名
で
大
き

く
本
人
の
名
字
を
、
側
面
に
は
フ
ル
ネ

ー
ム
と
血
液
型
を
記
入
し
て
い
る
。
除

草
作
業
時
な
ど
に
、
背
後
か
ら
で
も
名

前
を
呼
ん
で
注
意
を
促
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。 保護帽には大きな字で名前と血液型を明記。ラジオ

体操を行うためのカセットデッキと救急箱は各職群
班に配布している



特集
〈事例〉

15 月刊シルバー人材センター 2025.7

●
イ
ン
ナ
ー
キ
ャ
ッ
プ
の
考
案

　
会
員
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
て
、

日
よ
け
、
汗
止
め
用
に
保
護
帽
の
イ
ン

ナ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
考
案
し
た
。
イ
ン
ナ

ー
キ
ャ
ッ
プ
は
、
独
自
事
業
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
な
ご
み
」
を
拠
点
に
小
物
づ
く
り

を
行
う
グ
ル
ー
プ
「
な
ご
み
の
会
」
が

製
作
し
、
セ
ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
る
。

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験
の
共
有

　
数
年
前
か
ら
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
体
験

を
作
業
終
了
時
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
共

有
す
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。
ま
た
、

そ
れ
ま
で
難
な
く
で
き
て
い
た
こ
と
が

何
か
の
き
っ
か
け
で
怖
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
委
員
会

メ
ン
バ
ー
や
職
員
は
日
頃
か
ら
会
員
に

対
し
、「
例
え
ば
、
脚
立
に
上
る
こ
と
が

『
怖
く
な
っ
た
』
と
感
じ
た
と
き
は
言

っ
て
く
だ
さ
い
。
上
ら
な
く
て
も
で
き

る
作
業
を
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
で

す
か
ら
」
と
呼
び
掛
け
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
年
齢
の
高
い
会
員
が
自
己
申
告

し
や
す
く
な
り
、
よ
り
安
全
な
作
業
へ

と
就
業
の
仕
方
を
変
え
る
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
に
向
け
て

　
安
全
就
業
に
向
け
た
熱
心
な
取
り
組

み
の
背
景
に
は
、
過
去
に
起
き
た
事
故

の
教
訓
が
あ
る
。
平
成
18
年
に
草
刈
り

作
業
中
、
草
刈
り
機
が
近
く
に
い
た
会

員
の
腕
に
当
た
っ
て
全
治
１
年
半
の
大

け
が
を
負
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
二

度
と
重
篤
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

委
員
会
を
毎
月
開
く
よ
う
に
な
り
、
現

在
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

展
開
す
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
重

篤
事
故
は
起
き
て
い
な
い
。

　
柏
山
事
務
局
次
長
は
「
委
員
会
を
毎

月
開
い
て
い
る
と
気
付
き
が
あ
り
ま
す

し
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。
油
断
や
慣
れ
が
事
故
に
つ

な
が
る
の
で
、
今
後
と
も
伝
え
る
べ
き

こ
と
は
伝
え
て
、
事
故
防
止
を
徹
底
し

て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
よ
っ
て
安
全
意
識
が
会
員
に
浸
透
し

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
が
、
引
き
続
き

危
険
予
知
活
動
の
徹
底
や
注
意
喚
起
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
委
員
会
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
野
坂
理
事
は
「
や
は
り
現
場
で
仕

事
を
す
る
人
た
ち
の
安
全
に
対
す
る
知

識
や
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

生
か
し
て
、
安
全
就
業
に
関
わ
る
新
た

な
提
案
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
る
須
藤
武

夫
副
理
事
長
は
、「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
は

月
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と

は
別
に
暑
い
日
な
ど
は
現
場
を
訪
ね
て
、

休
憩
や
水
分
補
給
、
体
調
の
変
化
に
気

を
付
け
る
よ
う
声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
こ
れ
か
ら

も
地
道
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

と
話
す
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
熱
意
も
、

会
員
の
安
全
意
識
を
高
め
て
き
た
大
き

な
力
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

�

（
増
山
美
智
子
）

事業運営状況� （令和元年度～令和 5年度）
年度 会�員�数 粗入

会率
就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男性 女性 全体

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

令和元 355 122 477 3.5 467
（51,111） 97.9 1,696 262,635 49.0/51.0

2 359 101 460 3.3 434
（48,296） 94.3 1,398 253,865 49.8/50.2

3 340 102 442 3.1 432
（47,887） 97.7 1,419 251,652 50.5/49.5

4 319 102 421 2.9 402
（44,390） 95.5 1,308 238,507 55.0/45.0

5 325 107 432 2.9 383
（42,914） 88.7 1,294 231,595 55.7/44.3

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は請負・委任と労働者派遣事業が対象　　　※就業延人員は令和 2年度から労働者派遣事業の教育訓練受講を含む
※令和 5年度以降は性別未回答の会員がいるため、会員数の男女計と全体は必ずしも一致しない

写真左から野坂惠三理事、長谷川宏理事長、須藤武夫副理
事長、柏山壽幸事務局次長兼業務係長


